
令和５年３月２４日 令和４年度 修了式 校長挨拶 

〇今年度最後の、みんなで一斉にする、朝の挨拶です。心を込めて挨拶をしましょう。 

桜っ子の皆さん、おはようございます。 

〇先ほど、１年生から 5 年生までとなかよし学級の代表の桜っ子に、修了証を渡しました。

修了証というのは、それぞれの学年の学習を、すべて修了したという証です。本当なら、

おとといの卒業式で６年生に渡した「卒業証書」と同じように、校長先生から一人一人

に手渡すべきものですが、時間の関係もあり、代表の子に渡しました。皆さんは、担任

の先生から受け取ってください。 

〇さて皆さん、この 1 年間はどんな１年間でしたか。頑張れたことはなんでしょうか。成

長できたことは何でしょうか。先ほど、１年生の      さんは、算数、なわとび、

あいさつを頑張ったことを、とても立派な態度で発表してくれましたね。素晴らしい発

表でした。 一人一人、頑張ったことはそれぞれだと思いますが、全員に共通している

ことがあります。それは、みんなが、心も体も、見違えるように大きくなり成長したこ

とです。それこそが、「何ごとにも全力で頑張った１年間だった」という証です。改めて、

頑張った自分自身に、大きな拍手を送りましょう。 

 （はい。拍手をやめて、聴く姿勢に戻りましょう。） 

○次に、私が特に印象に残っている、この１年間の桜っ子頑張りポイントを伝えます。 

〇まずは「マラソン」です。暑い日も寒い日もたくさんの桜っ子が黙々と校庭を走る姿が

ありました。マラソンで賞状やメダルを授与された人もたくさんいました。どれくらい

いたと思いますか。令和４年度、この１年間で１００周のミニ賞状を授与された人は４

５１人（昨年度は４３７人でしたから、少し増えましたね）。３００周の賞状を授与され

た人が２５９人（昨年度は１８３人でしたから、こちらはだいぶ増えましたね）。５００

周で銀メダルを授与された人が１４８人、１０００周で金メダルを授与された人が３０

人、どちらも昨年度を大きく上回っています。表にはありませんが、１５００周を超え

た人も、なんと６人もいました。こんなにもたくさんの人が表彰されています。大変良

く頑張りましたね。ちなみに、校長先生も、桜っ子の皆さんと朝マラソンをしているう

ちに、いつのまにか「走ること」が好きになっていました。 

〇次に、クラスや学年で協力して目標を達成したときに送られる「チームワーク賞」。今年

度は全部で３１枚の賞状を授与しました。たくさん授与されたクラスを紹介します。１



位は３年１組さんで、１５枚、２位は５年１組さんで４枚、３位は６年１組さんで、３

枚でした。クラスや学年で一致団結して取り組めることは大変すばらしいことです。先

日、野球の世界大会、WBC で侍 JAPAN が優勝できたのも、チームワークがすばらしか

ったからです。みなさん、ぜひ４月からの新しい学年・クラスでも、チームワークを大

切に頑張ってください。 

〇それ以外にも２つ紹介します。１つめは「あいさつ」です。門での「挨拶運動」、学校の

中で会った時などに「おはようございます」「こんにちは」などのあいさつを、自分から

進んで、笑顔で、さわやかにできる桜っ子が増えたなあと思います。ただ、「学校の外で

も、地域の人に、自分から進んで挨拶」については、もう少しできるといいなあと思っ

ています。あいさつ自慢の学校になれるよう、さらに頑張っていきましょう。 

〇もう一つは、無言清掃です。これはもう、桜川小の自慢のひとつです。集中して黙々と

掃除をする姿は大変立派でした。 

〇校長先生は、「教育委員会」というところにいたことがあるので、とてもたくさんの学校

を訪問したことがあります。そこから分かったことがあります。あいさつや掃除がしっ

かりできる学校は、学校の雰囲気が明るく、友達同士も仲が良く、また、いろんなこと

に粘り強く、諦めずに頑張れる子が多い、ということです。あいさつや掃除は、色々な

ことにつながっているのですね。一昨日桜川小を巣立っていった６年生が中心になって

創り上げてきた、このあいさつ、無言清掃などの「良さ」を、これからも続けてほしい

です。 

〇さて、4 月から学年が一つあがり、ひと学年上の、お兄さん、お姉さんになります。 

「こんな〇年生になりたい」という目標と希望を一人一人にもってほしいと思います。

特に５年生の皆さん。春休みの間にしっかりと考え、具体的な自分の目指す姿「こんな６

年生になりたい」というその姿をイメージして４月を迎えてください。令和５年度、桜川

小がさらに素晴らしい学校になるかどうかは、桜っ子一人一人の頑張りにかかっていま

す。とても期待しています。 

○今日の修了式をきっかけに、今年度の成長を確かめ、喜び、そして、4 月からまた、新た 

な目標や希望をもって、生活できることを願っています。 

それでは、これで、お話を終わりにします。４月１０日、また笑顔で皆さんと会えること

を楽しみにしています。 


